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「表現（音楽）」に対する保育者の保育観と音楽観 
－質的な質問紙調査をもとにして－
田崎教子
東京福祉大学 社会福祉学部（池袋キャンパス）
〒171-0022 東京都豊島区南池袋2-14-2
（2013年4月2日受付、2013年10月10日受理）
抄録：保育者がどのような保育観や音楽観をもって音楽的な活動をしているのかという点を明らかにするため、質問紙調
査を行った。質問内容は、①保育における音楽の位置づけと意義、②表現の捉え方と保育者の援助のあり方、③音楽的活動
と創造性との関連、④保育者の音・音楽の捉え方、⑤保育者の表現ツールの5つの側面についてである。保育観にはある程
度の共通性が見られたが、音楽観は保育者の音楽経験や音楽的能力によって活動の質が異なってくることが明らかになっ
た。さらに音楽の様々な機能に気づきながらも、活動の中で充分に活かしきれていない側面が見られた。今後は、保育者が
音や音楽の持つ機能を理解し、それを自由に使えるようになるために、即興的な能力をさらに向上させ、創造的な音楽活動
が展開できるようになることが望まれる。
（別刷請求先：田崎教子）
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1．問題の所在
領域「表現」の誕生から20年以上が経ち、「表現」の理念
はようやく定着してきたといえる（今川 , 2009）。保育所
保育指針や幼稚園教育要領にある「表現」に関する記述に
は、「感じたことや考えたことを自分なりに表現すること
を通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊か
にする」とある。特に音楽に関連する項目には、「生活の中
で様々な音、色、形、手触り、動きなどに気付いたり、感じ
たりするなどして楽しむ」や、「音楽に親しみ、歌を歌った
り簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう」
（厚生労働省 , 2008; 文部科学省 , 2008）とある。しかし現
場では、音や音楽を有機的に使って子どもの表現力を養
い、創造性を育てているとは言い難い実践も存在する。
この要因として、保育指針や教育要領に具体的な方法が示
されていないため、活動の内容や展開が各園の方針や保育
者の裁量に任されていることが考えられる。また、保育者
の音楽的な活動に対する意識によっても展開が異なって
くるであろう。
そこで、保育者自身が子どもの音楽的表現をどのように
解釈し、どのような意図で音楽的な活動を実施しているの
か、また保育者の保育観や音楽観が、活動にどのように反
映しているのかという点を明らかにする必要がある。
これまでに、保育者や教師を対象とした質問紙調査は多
数行われてきている。例えば、駒（2010）は創造的な音楽活
動に対する保育者の意識について、坂田ら（2009）はピアノ
等の鍵盤楽器に関する音楽的専門性について、奥村ら
（2007）は保育者らに必要な音楽の技能や知識について考察
している。これらは、保育者の音楽的能力が子どもの表現
に対して、どのように使われているかという点について、
検討の余地を残している。保育者の音楽的能力や音楽的活
動は、日々の保育との連続性の中で、保育者の子どもの表現
に対する捉え方との関連において検討されるべきである。
2．研究の目的
本論では、質問紙調査に基づき、保育者の表現（音楽）に
対する保育観と音楽観について、日々の保育や子どもの表
現との関連性において明らかにする。また、その意識が音
楽的活動にどのように反映されているかを探る。子どもの
表現を支える時、どのような保育観のもとで活動を行い、
またどのような音楽観をもって子どもの表現を支え、育て
ていくのかを明らかにするものである。具体的に、次の
5つの側面について検討する。
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①保育における音楽の位置づけと意義
②表現の捉え方と保育者の援助のあり方
③音楽的活動と創造性との関連
④保育者の音・音楽の捉え方
⑤保育者の表現ツール
以上の点を検討することにより、問題の所在に対する
回答を導くことを目的とする。
3．研究の方法
1）調査対象
現職の保育者を対象とし、神奈川県内のN保育園の保
育士17名、S幼稚園およびT幼稚園の幼稚園教諭17名の
計34名とした。
2）調査期間
2011年10月～2012年6月
3）調査手続き
自由記述による質問紙調査で、保育園は筆者が質問紙
を持参し説明した後、回答を得た。幼稚園は郵送し、園長
先生から説明の後、配付され回答を得た。
4）調査内容
調査項目は、54項目にわたる質問事項から成る。内容は
①保育における音楽の位置づけと意義、②表現の捉え方と
保育者の援助のあり方、③音楽的活動と創造性との関連、
④保育者の音・音楽の捉え方、⑤保育者の表現ツールの5
分野についての質問に対し、回答を求めた。
5）分析方法
分析にはKJ法を用い、記述内容を一文ごとにカードに
記入し、類似した内容をまとめカテゴリー化した後、それ
らを小項目とし、さらにそれらを束ねて大項目としてネー
ミングし、表にまとめた。質問項目を今回の研究目的に
沿った42項目に厳選し、内容に応じて5つに分類し、全体
の傾向を文章化した。
6）分析過程の例示
質問項目の1つを例にとり、カードに記入された回答が
カテゴリー化され、さらに大項目としてネーミングするま
での過程を示す。
（例）
①「保育者の一人として、音楽的な活動を日々の保育の
中にどのように位置づけていますか」という質問に対
し、「曲に合わせて身体を動かし、身のこなし方や模倣
すること、発散すること等様々な効果があると思って
やっています」との回答があった。
②この文章を「身体を動かすことによる身のこなし方」
「身体を動かすことによる模倣の仕方」「身体を動かす
ことによる発散」の3つに分けた。
③上記の3つをそれぞれ「身体性」「模倣」「発散」のカテ
ゴリーにまとめ、さらにこれらを「意図・目的」の大項
目にまとめた。また、別の視点から「身体表現」のカ
テゴリーに入れ、さらに「内容」の大項目にまとめた。
④小項目の欄にある数字は、黒字（左）が保育士、黒太字
（右）が幼稚園教諭の回答数を示している。
以上のような作業を繰り返して得られる結果の例を表1
に示す。
表1． 質問に対する回答のカテゴリー化、ネーミングまでの過程の例
?
小項目 回答例
??
日常的（毎日） 6・8 生活の中に音楽を取り入れている（特に歌うこと）
興味のタイミング 0・1 子どもが興味を持った時にタイミングを見て行う
?????
楽しみ 4・3 楽しんで行う、楽しみの一つとして
表現活動 2・1 色々ある表現活動の一つとして、総合的な活動の一つとして
音楽に触れる機会 2・1 知らない世界へ興味を広げるため（乳児には聴かせる）
情緒を育む 2・1 様々な感情を体験して情緒の豊かさを育むため
身体性 2・0 身のこなし方など曲に合わせて身体を動かしながら学ぶ
模倣 1・0 曲に合わせて身体を動かす中で模倣することを学ぶ
発散 1・0 曲に合わせて身体を動かす中で発散する効果が期待できる
リラックスの場 1・2 生活の中でホッとできるように音楽を取り入れる
??
歌 15・0 歌、手遊び、歌絵本
器楽・楽器 6・0 楽器、太鼓、リズム、
身体表現 7・1 リトミック、ダンス、ボディパーカッション、踊り
劇的表現 2・0 パネルシアター、手袋人形でミニシアター
音楽を聴く・観る 2・0 音楽を聴く活動、鑑賞する活動?
無回答 0・1
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4．研究の結果
分析結果を質問内容に応じて5つに分類した。
4-1．保育における音楽の位置づけと意義
保育における音楽、音楽を含む表現をどのように位置づ
け、どのような意義をもって活動を行っているか、さらに
生活への浸透、未来への展望等についてどのような見解を
持っているかを問い、次のような回答を得た。
《質問事項》
*質問の1～7（Q1～Q7）の番号は、質問紙調査に使用したものと
は異なり、便宜上内容を考慮してつけたものである。
*各質問に対する回答をカテゴリー化した表は、紙面の関係上文
章化して提示することとする。
Q1. 音や音楽を普段の生活の中に当たり前のように取り入れ
ること、音楽を身近に感じて生活すること、「音楽の生活
化」について、どのように考えますか。
Q2. 保育園、幼稚園の方針として、保育全体の目的の中で、一連
の音楽活動をどう位置づけ、どのような意義を持って活動
していますか。
Q3. 保育者の一人として、音楽的な活動を日々の保育の中でど
のように位置づけていますか。
Q4. 保育園（幼稚園）でしか体験できないと思われる音楽的な
活動があればお書き下さい。
Q5. Q4の意義についてもお答えください。
Q6. 音楽的な活動から、子どもは何を感じ、何を学んでいると
思いますか。
Q7.  子どもたちに望む「音楽的な未来像」がありましたら、書い
て下さい。
A1における大項目は、「肯定的に捉える理由（音楽の効
用）」と「音楽の取り入れ方」の2つに集約された。音楽を
身近に感じて生活することは、保育者（27名）が「とても良
い」と肯定的に捉えており、それにより「豊かな感情」が生
まれ、「豊かな生活や人生」を送ることができるとしている。
また、音楽の「解放と癒し」の効果を謳い、「心と体の成長」
につながるとの回答もあった。保育の環境に音楽を取り入
れ、生かしていこうとする姿勢が受け取れた。
A2の大項目は、「環境設定」「活動の意義」「音楽の位置づ
け」の3つに集約され、A3の大項目は、「音楽活動の頻度」
「音楽活動の意図・目的」「音楽活動の内容」に集約された。
全般的な傾向として、音楽を日常的に生活や遊びの中に取
り入れ、それ自体に親しみを持ち、楽しんで行うという姿
勢がみられる。また、リラックスしたい時や興味・関心の
度合いによって部分的に取り入れるとする回答や、園の方
針により「情操教育の一環」として位置づける園もあった。
内容は、「歌、手遊び」を中心とし、「楽器遊びや身体表現、
劇的表現」と幅広い回答が見られた。
A4の大項目として「活動による集団性」「音楽の活動内
容」「音楽活動の意義」が抽出された。またA5はその意義
として、大項目は「集団性」「音楽面の成長」が抽出された。
両者に共通してみられるキーワードは「集団性」であり、
家庭では味わえない集団による協調や協同、それに伴う感
情の高まりや一体感、成功体験や満足感を挙げ、社会性が
育つとの回答があった。また「音楽活動の意義」として、
「音楽的側面の成長」を挙げ、「思いのままに遊びの中で表
現できる」機会だとし、幼児期しか味わえない「完成度を気
にしない自己表現」を可能にする場所であると回答してい
る。その一方で「脳の活性化」「表現力・想像力の育成」
「集中力の強化」「耳を鍛える」等、トレーニングや学習を想
起させるキーワードも抽出された。活動内容として歌や楽
器、ダンスや身体表現、劇的表現等が挙げられた。
A6の大項目は、「子どもが感じるもの」と「子どもが得た
もの、学んだもの」が抽出された。感じるものとしては「楽
しさ」「面白さ」が圧倒的に多く、次いで「心地良さ」「美しさ」
「不思議さ」等であった。それによって得たものは、「解放」
「発散」「聴く力」「共有」「共感」「自己表現」「コミュニケー
ション力」「挑戦する気持ち」「自信」等が挙げられている。
A7では「音楽そのものの効果」「心理的、社会的効果」の
2つに集約された。音楽の直接的な効用として、「音楽を愛
好し、身近なものとして楽しんで欲しい」という願いや、「リ
ズム感や音感が育つ」「自己表現力が豊かになる」等が見ら
れた。また間接的な効用として、「音楽を心の糧とする」「音
楽を通して人間的な成長を望む」等の心理的、社会的な効
果が挙げられていた。
4-2．表現の捉え方と保育者の援助のあり方
保育者が子どもの表現（音楽）をどのように受けとめ援助
しているのか、また子どもの表現が変化する要因等につい
て、どのように捉えているかを問い、次のような回答を得た。
《質問事項》
Q8. 子どもが園生活の中で、生き生きとした表現（音楽に限ら
ずあらゆる表現を含む）をするために、保育者はどのよう
な点に配慮すべきだと考えますか。
Q9. 普段、子どもの中から自発的に出てくる音楽的な表現をど
のように受け止めていますか？
Q10. Q9に関連して、どのように援助すべきだと思いますか。
Q11. 子どもが音楽的な表現を活性化させる（生き生きさせる）
ためには、何が必要だと思いますか。
Q12. 子どもの音楽的な表現を活性化させる（生き生きさせる）
ために、保育者、他の子どもはそれぞれどのような役割を
担っていると思いますか。
Q13. 音楽的な活動に消極的な子どもに対し、どのような働きか
けをしますか。
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A8の大項目は、「物理的要素」と「人的要素（保育者）」
「人的要素（子ども）」にカテゴリー化された。またA11の
大項目も「物理的環境」と「人的環境」のように類似した
カテゴリーが抽出された。これにより、援助の際は物理
的環境と人的環境の両方を必要としていることがわかる。
「環境の整備」として自由に表現できる環境を整えるほ
か、「制限の排除」「安全の確保」も必要だとしている。
また、「一緒に楽しむ姿勢」や「表現を受け止める姿勢」を
挙げ「子ども同士の関係」も重要だとしている。具体的な
援助方法は、「楽器の用意」「楽器の演奏」「声かけ（褒める、
アドバイス）をする」「見守る」「楽しみの共有」「見本を見
せる」等の回答があった。さらに表現を活性化させるた
めには、「適切な環境」「表現への音楽的な働きかけ」「楽し
みの共有」が重要だと回答している。「音楽的な働きかけ」
の具体的内容については、見本を見せるだけでなく、アレ
ンジを加えたり新しいアイディアを提案したりして、
発展性を持たせると答えている。「楽しみの共有」につい
ては、小項目として、子どもと保育者が楽しみを共有する
場合と、子ども同士が楽しみを共有する場合とに分けら
れた。
A9の大項目は、「受容・共感」「喚起」「静観」「リード」
「波及・発展」の5点がカテゴリー化された。また、A10で
は「援助あり」「援助なし」の2点を大項目とした。この2つ
の質問に対する回答を総括すると、「受容・共感」「喚起」
「リード」は「援助あり」に、「静観」「波及・発展」は「援助な
し」に分類されるものと思われる。子ども表現を受けとめ
るには、体験によって「共感」したことを言葉で表現し、表
現を見守り理解しようとする「受容」が必須であるという
見方が主流であった。その際、他児への波及効果も視野に
入れながら、時には静観し、時には引き出しリードする姿
勢が表れていた。
A12の大項目には「保育者」と「子ども」に分類された。
保育者の役割としては、子どもの表現を支える「援助者」
であり、意欲を引き出し表現の見本となる「提供者」であ
る。また環境を整え、子どもの配置やグルーピングに配慮
する「コーディネーター」であり、楽しさを演出し、表現を
発展させ、さらに活性化させる「演出者」であり、表現の場
を共有しその場の気持ちを共感する「共有・共感者」であ
るとしている。また、子どもの役割としては、「共鳴、共有、
共感」できる仲間であり、「育ち合う」「刺激し合う」等のお
互いの成長に影響を及ぼす相手として、集団音楽の中での
重要な役割を果たしていると捉えている。さらに、年長児
は手本、模倣のモデルであり、刺激を与えてくれる存在で
あるとし、それを見た年中・年少児は憧れや尊敬の気持ち
を持ち、意欲喚起、挑戦する気持ち、自発性が促されると
している。人前での発表の機会は、自己表現の場であると
同時に、他児からの刺激を受ける機会でもあるとしてい
る。そして、子どもの内的変化（喜び、自信、達成感、満足感、
向上心）等を大事にしながら、苦手な子への配慮も必要で
あるという回答が得られた。
A13では、「消極的な介入」と「積極的な介入」に分類さ
れた。消極的な子どもに対し、「見守る（静観）」「他児から
の影響」「理由の解明」等のさりげない援助と、「一緒に楽
しさを共有」「直接参加を促す」「興味あるものの提示」等
の積極的な援助をするとの回答がみられた。子どもの消
極的な態度に対する理由を「羞恥心」によるものだと限定
せず、理由を解明して解決策を考えようとする姿勢が伺
える。
4-3．音楽的活動と創造性との関連
保育で行う音楽的活動の種類とその場面について、また
子どもの表現を生かす創造的な音楽活動の経験の有無につ
いて問い、次のような回答を得た。
《質問事項》
Q14. 手遊びは保育のどの場面に使うことが多いですか。
Q15. 「おはようの歌」「おべんとうの歌」「お帰りの歌」「おかた
づけの歌」など時間や活動の区切りとして歌を歌うことに
ついてどう考えますか。 
Q16. 「歌を歌う」「楽器を演奏する」「音楽に合わせて身体表現
をする」以外に考えられる音楽的な活動を挙げて下さい。
Q17. 音楽的な活動において、創造的な活動を行った経験はあり
ますか。
Q18. Q17であるとすれば、それはどのような機会にどのような
活動を行いましたか。
Q19.  子どもの創造性を伸ばすような音楽的な活動を行ってい
ますか。
Q20.  Q19であると答えた方はどのような活動ですか。
A14の大項目は、「無意図的な使用」「意図的な使用」
「活動中での使用」の3つに集約された。手遊びは無意図的
に「遊び」や「活動の合間」に使用する場合と、「集中を促す」
「場面を切り替える」「沈静化させる」「集合の合間」等、意図
的に使用する場合がある。さらに「音楽的な活動内」で使
用するとの回答もあったが、全体としては、意図的な使用
が多いという結果がでた。
A15では、「必要」「中立」「不要」の3つにカテゴリー化
された。生活の歌について、「言葉よりも伝わりやすい」
等の理由から、「使用すること自体は否定しない」との中
立的立場をとり、「マンネリ化への懸念」「子どもの自主性
を喪失させる」等の理由から、「使用頻度やタイミングを
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考慮すべき」との見方が強かった。また、子どもの自主性
や能力を信頼しているため、「不要である」という回答も
見られた。
A16の大項目は、「聴く」「演奏する」「音楽以外との結び
つき」の3つにカテゴリー化された。聴く活動としては、
「自然の音や身の回りにある道具の音を聴く」「生演奏に
よる音楽を聴く」等があり、演奏する活動としては、「身体
を鳴らす」「手作り楽器で遊ぶ」「作曲して演奏する」等の
回答が見られた。音楽以外の媒体と結びつけた活動につ
いては、「パネルシアター」「人形劇」「ゲーム」「フープ」等
が挙げられていた。この中で、「曲を聴いて他の媒体で表
現する」「歌詞づくり」等の創造的な活動を挙げたのは、幼
稚園教諭であった。
A17～A20の回答から、保育者11名が創造的な音楽活
動の実践経験を持っていた。しかし、内容については、
＜表現媒体のずらし1＞ともいえるような、「曲を聴いて振
り付けを考える」「既成曲を替え歌にする」「絵本をもとに
オペレッタを創る」といった活動が多く見られる。子ども
の創造性を伸ばすような活動については、保育者17名が
「経験あり」と回答した。内容は「曲を聴いて身体を動かす」
「歌を創る」「リズムに合わせて身体を動かす」もので、既存
の歌を替え歌にしたり、曲やリズムに合わせて身体を動か
したりする活動が多かった。
4-4．保育者の音・音楽の捉え方
保育者自身が音や音楽をどのように捉え、子どもにどの
ように提供していくことが好ましいと考えているのかを問
い、次のような回答を得た。
《質問事項》
Q21. 子どもに与える音楽は、簡単で単純なものが良いと考えま
すか。
Q22. Q21の理由は何ですか。
Q23. 保育者が子どもに聴かせる音楽、子どもが自分で奏でる音
楽、それぞれの質について関心がありますか。
Q24. Q23で「ある」と答えた方は、どのような点についてで
すか。
Q25. 音楽は時として強制力を持ちますが、それは音楽の持つ何
によるものだと考えますか。
Q26. 音楽は何をもって「完成」だと感じますか。どこが「到達
点」だと思いますか。基準にしていることがあれば教えて
下さい。
A21の大項目は、「YES」「No」「どちらでもない」「無回
答」の4つに分かれ、さらにその内容については、「容認」
「中間」「否認」の3つにカテゴリー化された。A22の理由
についても、「賛成（54名）」「反対（8名）」「中間（29名）」に
分かれ、それぞれの理由が挙げられていた。子どもに与
える音楽が、単純で簡単なものが良いかという問いに対
しては、21名の保育者が「どちらともいえない」と回答し
た。「する活動」と「聴く活動」を分けて考えて、様々なジャ
ンルや音楽に触れさせる機会の重要性等を指摘し、子ど
もの吸収力や可能性を鑑みて、「一概に言えない」との回
答が多く見られた。
A23の回答から、保育者、子どもがそれぞれ奏でる音
楽の質について、保育者18名が「関心がある」と回答して
いる。A24の大項目は、「保育者の演奏」「保育者の指導」
「子どもの演奏」の3つにカテゴリー化された。保育者は、
自身の演奏が「良質のもの」であること、また「正確な音
程やリズム」であることに関心が向けられ、子どもに対し
ては、「遊びを通して徐々に形を整えていければ良い」と
感じている。
A25における大項目は、「音楽の強制力」に関するものと
「その他」に大別出来た。質問に対し、保育者12名が「わか
らない」「無回答」であったことから、難解な質問だったこ
とが窺える。その中で強制力を持つものとして、「集団と
しての一致」を挙げた。
A26の大項目は、「否定派」「基準派」「感覚派」の3つにカ
テゴリー化された。「否定派」は「完成やゴールはない」と
する回答が多く、「気持ちよさ」や「心地よさ」を伴うかどう
かを基準としている。「基準派」は音楽の構成要素や楽譜
に書かれていることに忠実であるかどうかを基準とし、こ
れらを達成することを「完成」と捉えている。「感覚派」は
個人内に発生する感情に着目し、満足感や達成感、自信の
目標達成、自然に感じて楽しめるかどうかを基準にしてい
ることが明らかになった。
1
 既存の曲や歌を他の表現媒体を使って表現する、歌の歌詞の部分だけを
変える等、完全な創作というよりは、アレンジを加えて楽しむような活動
を意味する。
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4-5．保育者の表現ツール
保育者が音楽的な活動を行う時、また子どもの音楽的な
表現を援助するために必要な音楽性とは何かを問い、次の
ような回答を得た。
《質問事項》
Q27. 子どもに新しい歌を教える時、どのような手順で行います
か。
Q28. 子どもが新しい歌を覚えるために工夫していることがあ
れば教えて下さい。
Q29. 子どもの前で見本となって音楽的な表現を行った経験が
ありますか。
Q30. Q29の経験は、どんな場面でしたか。
Q31. 保育者にとってピアノの演奏技術はどの程度必要だとお
考えですか。
Q32. 保育者に必要な音楽的な能力は、ピアノの演奏技術の他に
どのようなものがあると思いますか。
Q33. ピアノによる即興演奏というと、どんなことを思い浮かべ
ますか。
Q34. ピアノによる即興演奏ができることによって、どんな音楽
活動に生かせると思いますか。
Q35. ピアノ以外の楽器で即興演奏ができることによってどん
な音楽活動に生かせると思いますか。
Q36. 即興演奏の技術を磨く必要性を感じますか。
Q37. Q36で「感じる」と答えた方は、どうしてですか。理由を
お書きください。
Q38. Q36で「感じない」と答えた方は、どうしてですか。理由
をお書きください。
Q39. 保育者がピアノを使う場面は、どのような時ですか。
Q40. 子どもたちの音楽を支えるために、ピアノによる生演奏の
代わりにCDやDVDなどを利用することについて、どう
お考えですか。
Q41. 絵本、劇、紙芝居等に音や音楽を加え、音楽的な効果を伴っ
て実践した経験はありますか。
Q42. Q41で「ある」と答えた方は、具体的にどのような形で取
り入れましたか。
A27、A28の大項目は、いずれも「歌唱」についての内容
と「歌唱以外の表現媒体」についての内容に代別された。
歌唱の指導は、保育者の範唱やCDの鑑賞、歌詞の提示、
共に歌う、部分練習、反復練習等を行いながら、手順良く
進められていることがわかる。また歌唱以外の表現媒体
を使って、イメージを喚起させたり興味を持たせたりする
工夫が見られた。
A29では「Yes」「No」の回答に分かれ、さらに「Yes」の
内容としてA30の回答では、「モデルの提示場面」「モデル
の内容」「対象」「機会」等が抽出された。見本となる経験
は保育者29名が経験している。主に、行事の出し物とし
て保育者自身が発表者となる場合と、保育の中で子どもに
新しいことを教える場合に二分された。内容は歌、楽器、
身体表現、劇、リトミック、手遊び等とあらゆる活動に対
して行われていることがわかる。
A31の回答では、「活動の内容」「演奏技術の質」「他への
転化」「不要」と異質のカテゴリーが並ぶ結果となった。
A32からは、「演奏技術」「指導技術」「音楽の総合的な技術」
の3つが抽出された。またA35からは、「ピアノとの違い」
「即興演奏の効果」の2つが抽出された。保育者として必
要とするピアノの演奏技術は、歌や合奏、リズム遊び、
劇遊び等で音楽や伴奏が弾けることとし、初見や暗譜、
即興演奏ができる程度とする回答があった。全般的には
「子どもの歌の伴奏が弾ける程度」が基準としてあり、中に
は、「ピアノに代わる技術があれば必要ない」とする意見も
あった。さらに、ピアノ以外に必要な音楽的能力として、
歌やその他の楽器の演奏技術、身体表現の技術、指導技術、
コミュニケーション能力、表現力、センス、音楽で遊ぶ力、
楽しませる力、リズム感、音感、感性、聴く力等を挙げてい
た。ピアノ以外の楽器での即興演奏は、「場所を選ばず野
外でも活動できる」「ピアノ以外の音色を体験させられる」
ため、能力として持っていることが望ましいとの回答で
あった。
A33の回答では、大項目が「保育の中での用途と機能」
「即興演奏のイメージ」の 2点に集約され、A34では、
「即興演奏の効果」と「即興演奏を活かせる場」にカテゴ
リー化された。またA36においては、「Yes」「No」「わから
ない」「どちらとも言えない」「無回答」の5つに分かれ、
「Yes」が17名、「No」が5名、「どちらとも言えない」が3名、
「わからない」が1名、「無回答」が5名という結果になった。
A37では必要性を感じると答えた人のみの回答で、「積極
的な理由」と「消極的な理由」とに分かれた。また必要性
を感じないA38の回答からは、「必要性なし」「能力の限界」
の2つが導き出された。即興演奏のイメージは、「自由自
在に音を操る」「楽しい」とするものから、「ジャズ」「音楽
療法」まで多岐に及んだ。即興演奏を活かせる活動とし
て、「ゲームや劇等のBGM」、「表現遊び」や「リトミック」
等の身体表現における音楽等が挙げられ、「感情や雰囲気
がだせる」「子どもの状況に即応できる」等の利点が挙げ
られていた。また、即興演奏技術の必要性については、
保育者 21名が「必要」と答えている。必要な理由として、
「音楽の世界が広がる」「即応性が増す」「利便性がある」
「楽しさや表現力が増す」等、現状に加味することで発展
や拡大が望めるという考え方がうかがえた。不要な理由
としては、「能力の限界」「他での代用が可能」「保育の中の
ごく一部である」という回答がみられ、なくても現状をこ
なすことは可能であり、オプショナルな感覚で捉えてい
ることが明らかになった。
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A39の回答から、「直結した活動」「間接的な活動」
「行事」「随時」の4項目がカテゴリー化された。ピアノの
使用場面は、音楽に直結した活動として、歌、合奏、リズム
遊び、踊り等があり、間接的な活動として、劇遊び、ゲーム
が挙げられ、鎮静・集中の合図として使用するケースも
あった。その他、随時子どものリクエストに応えたり、
遊びの中で効果的に使用したりする例も挙げられ、既存
の曲を演奏するだけに留まらない使用方法についての回
答もあった。
A40の大項目は、「生演奏派」「中間派」「機器容認派」の
3つに集約された。CD、DVDの使用については、保育者
（19名）が中間派で最も多く、「人手不足の解消」や「自身の
技能の未熟さをカバーする」ための使用は良いが、全面的
に頼るのは良くないとする意見が多かった。
A41では、「Yes」「No」「無回答」に分かれた。22名が絵本、
劇、紙芝居等に音響的効果として音や音楽を利用した経験
があると回答している。その具体的な方法については、
A42では、「表現媒体」と「音源の種類」「効果」の3つに集約
された。人形劇やオペレッタ、紙芝居や絵本等に声で抑揚
をつける使い方のほか、BGMとしてCDを流したり、効果
音としてピアノや楽器を鳴らしたり、挿入歌を歌う等、様々
な表現媒体に対して音響的な効果を施したりしていること
が明らかになった。
5．考察
各質問項目をカテゴリー化してまとめたものを、さらに
分野ごとに関連図にして示す。そこから、次の点が明らか
になった。
5-1．保育における音楽の位置づけと意義
ここでは、子どもたちを取り巻く日常生活、保育現場、将
来の環境の中で、保育者が音や音楽をどのように位置づけ
ているかが明らかになった。
図1に示したように、生活の中で、あるいは保育の中で、
将来的な環境下でもほぼ同一のカテゴリーが導き出されて
いることがわかる。つまり現在、未来ともに子どもの生活
の中での音楽を一貫性のある位置づけをしており、人間的
な成長、心身の成長を育むものとして重要視している。
また、音楽的な成長も望んでいるが、それ以外のカテゴリー
（楽しみ、心身の発達、癒し等）も多くみられ、音楽によって
音楽そのものを習得するだけ留まらず、子どもの総体的な
成長を望んでいることが読み取れた。
特に、保育における音楽については、『保育所保育指針』
や『幼稚園教育要領』にある「表現」のねらいや内容が浸透
しており、保育者間の共通理解のもと、それを全うしよう
とする姿勢が見られた。
図1．保育における音楽の位置づけ
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子どもが生涯を通じて音楽に親しみ、音楽を身近に感じ
ながら豊かな生活や人生を送るために、音楽は必要である
という考え方が根本にある。日常生活に音楽を取り入れる
ことを肯定的に受け止め、保育においても日常的に取り入
れながら、子どもの感性を豊かにし、自己表現できるよう
になることを目的としている。さらに、音楽におけるリズ
ム感や音程、音感の伸長よりも、表現することそれ自体を
大事にしている様子が汲み取れた。
保育における音楽の独自性としては「集団性」を挙げな
がらも、「完成度を問わない自己表現」や「でたらめから形
式へ」といった幼児期特有の遊びを中心とした表現の自由
度に気づきが見られた。これは、子どもたちの生き生きと
した表現を支えていくために必要な視点だと考えられる。
5-2．表現の捉え方と保育者の援助のあり方
保育者が子どもの表現をどのように捉え、それをどのよ
うに伝え、どのような手立てで反応しているのかについて、
次の点が明らかになった。
図2に示したように、子どもの表現に対する関わりにつ
いては、物理的な援助と人的な援助があり、物理的な援助
としては、環境の整備、保育者や子どもの配置やグルーピ
ングが挙げられていた。また、人的な援助としては主に、
受容、共感、提供、刺激の4項目に集約された。ただ、子ど
もの表現を支える手立てとして、最も多く使われているの
が言語的な介入と、共感的な態度であった。つまり音楽的
な表現に対し、言語的な表現や身体的な表現（身振り、手振
り）で反応しており、音楽的な反応によって受容したり共
感したりというテクニックは、ほとんど使われていないこ
とが明らかになった。
音や音楽を使った活動では、他の遊びの場合と同様に声
掛けを行うのではなく、子どもの表現に対し音楽的に受容
し、音楽的に共感し、音楽的に刺激するという方法も取り
入れていけるのではないかと考える。つまり、音や音楽の
持つ機能を最大限駆使し、言語によるコミュニケーション
ではなく、音や音楽を使ったやり取り、音楽的なコミュニ
ケーションを大事にした活動の可能性を模索していくので
ある。それにより、音楽の本来の機能を充分に生かした活
動が出来、子どもの表現をより活性化できるものと考える。
5-3．音楽的活動と創造性との関連
音楽的活動の種類と機能について検討する中で、創造的
な音楽活動との関連について次の点が明らかになった。
図3に示したように、保育においては多種多様な音楽活
動が展開されていることが分かった。四角で囲った活動
群、「聴く活動」をはじめとした、「歌」や「楽器」「身体表現」
「劇的表現」音楽ゲーム等「他の表現媒体と一緒になった活
図2．表現の捉え方と保育者の援助のあり方
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動」が特徴的であった。また、「生活の歌」や「手遊び」は、
意図的に使用していることが多く、必ずしも歌そのもの、
手遊びそのものを楽しむことを第一次的な目的としていな
いことも明らかになった。「生活の歌」に至っては、子ども
たちの自主性や能力に応じて臨機応変に使用したいという
思いも伝わってきた。
創造的な音楽活動については、それ自体の認識度が低い
ことが明らかになった。この結果は駒（2010）の調査結果
とも重なる。それゆえ、創造的な音楽活動を実践している
保育者も少ないとの結果が出た。
しかし保育者は、活動の具体的な内容について「できれ
ば知りたい」という要望も持っており、ピアノの使い方に、
創造的な音楽活動を想起させるような回答がわずかながら
見られた。創造的な音楽活動の内容について、回答を得た
カテゴリーには、「音楽そのものの創造」というよりむしろ、
音楽と言葉、音楽と造形、音楽と劇、音楽と身体など他の媒
体と結びつきながらそれぞれを補完的、付随的に用いてい
る活動が多く見られた。
ここから、音楽そのものを創造していく創造的な音楽活
動を普及させていく方向性が考えられる。それにより、子
どもの創造性を伸ばし、生き生きとした自己表現の場の拡
充が期待できる。また、先にも述べたように、音や音楽本
来の機能は、子どもたちを意図的に動かすためだけに使わ
れるべきではない。音や音楽は使い様によっては、子ども
達の気持ちや状態に常に寄り添えるものでもある。
5-4．保育者の音・音楽の捉え方
保育で使われる音楽の質や難易度、音楽が持つ強制力や
到達点の基準等に対する意識が明らかになった。そこか
ら、保育者の音・音楽の捉え方が見えてきた。
図4に示したように、保育で使われる音や音楽の質につ
いての関心は高く、保育者も子どももそれぞれ良質の音・
音楽になるよう方向づけしていくべきだとしている。また
音楽の持つ強制力についての問いと、到達点の基準につい
ての問いの間には相関関係が見られた。①言葉に伴う感情
や音楽の魅力が強制力であるとする群と自然に演奏できる
ようになった時とする群、②音楽の構成要素や楽譜の拘束
力、集団で行うという行為、演奏方法や姿勢などに強制力
があるとする群と、音楽の完成とは一定の曲の完成である
とする群、③音楽の機能に気づき、その使用目的や用途に
慎重になるべきだとする群と音楽に完成はないとする群の
3つに分類された。これは、保育者が音・音楽をどのよう
に捉えているかに深く関連している。①の群は音・音楽を
感覚的に捉えており、②の群は音楽の持つ構成要素や演奏
形式等に気づいており、それらを基準としていることがわ
かる。また、③の群は音楽の持つ様々な機能に気づいてお
図3．音楽活動と創造性との関連
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り、使用目的や用途に慎重な姿勢を示している。またある
曲をミスなく演奏できることだけが完成だとは考えておら
ず、到達点は一つではないとしている。これらの感覚は、
保育を行う上で重要な要素だと考える。
保育者が音・音楽を何となく使用することなく、音・音
楽の様々な機能に気づき、その使用目的や用途を充分に吟
味することによって、保育における音楽的活動の質が向上
すると思われる。
5-5．保育者の表現ツール
保育者が使う表現ツールで最もよく使われるのは声だ
が、今回の調査においては、歌に関する技術について詳し
く設問しなかった。その次に多いと思われるピアノに関す
る技術については、次の点が明らかになった。
保育者の持つべきピアノのテクニックについては、ある
程度の共通意識がみられ、「歌の伴奏ができる」「弾き歌い
ができる」程度としている。それ以外の即興演奏の技術や、
劇・身体表現に音や音楽を入れるテクニック等は「あれば
便利」としながらも、自身の能力の限界も考慮に入れ「他の
技術でカバーできる」と考えている保育者が多い。つまり、
これらのテクニックは、付加的に捉えている傾向が強く、
ピアノの多様な使い方を模索するよりも、他の技術で補う
ことで保育がまわっている様子が汲み取れた。
しかし、図5にも示したように、ピアノの使用場面とし
て「子どものリクエストに応える時」「遊びの中で効果的に
使う時」等といった即興的なテクニックを求められるよう
な例が挙げられている。また、即興演奏ができるメリット
として、「その場の雰囲気を変えられる」「身体表現に音や
音楽をつけられる」「子どもの表現を引き出せる」等が挙げ
られている。さらに、ピアノ以外の技術として挙げられて
いるものに「音楽で遊ぶ力」「音楽で楽しませる力」とある。
このように見てみると、即興的なテクニックは、ピアノに
限らずあらゆる場面で使える可能性を残しており、保育者
が今後身につけることにより、さらに音楽の幅や質が変
わってくるのではないかと考える。
つまり、保育者自身が「子どもの歌が弾き歌いできる程
度」と考えているピアノのテクニックについてもまだ開拓
の余地がある。保育者の即興的なテクニックをさらに磨
き、子どもの表現に寄り添える楽器の臨機応変的な使用を
目指していくことが、今後の子どもの表現を支える上で大
切である。
6．結論と今後の課題
本論文では、質問紙調査から得られたデータに基づい
て、保育者の保育観や音楽観について考察してきた。その
図4．保育者の音・音楽の捉え方
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結果、保育者の保育観には、ある程度の共通性が見られた
が、音楽観は保育者自身の音楽経験や音楽的能力により異
なり、それが活動の質にも反映されていることが明らかに
なった。
また音楽の持つ様々な機能に気づきながらも、活動の中
で充分に活かしきれていない側面が見られた。子どもの生
き生きとした表現を受容し、援助し、育んでいくために、保
育者は様々な表現媒体を用いて子どもの内側から揺さぶり
をかけ、「援助」する姿勢が明らかになった。
そして保育者は＜モデル＞としての役割を果たしなが
ら、＜共同作業者＞や＜理解者＞としての関わりを即興的
に求められる場面においては、言語的な反応や身体的な反
応を多用する傾向が見られた。子どもの表現に対し、「音楽
的な受容」「音楽的なレスポンス」「音楽的な刺激」により活
性化させる意識はあるものの、現実的に使用している保育
者はわずかであることが明らかになった。
音や音楽の持つ機能を理解し、表現を援助するための手
段として使えるようになるためには、保育者の即興的な能
力をさらに向上させること、それによって創造的な音楽活
動が展開できるようになることが望まれる。
今後は、保育者自身の創造性を考えるにあたって、創造
的音楽療法の分野からの援用も視野に入れながら、保育者
に必要な創造性や即興性について検討していきたい。
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Expression  (Music) and the Ideas on Caring and Music among Teachers:  
An Investigation through the Qualitative Questionnaire Method
Noriko TASAKI
School of Social Welfare, Tokyo University of Social Welfare (Ikebukuro Campus)， 
2-14-2 Higashi-ikebukuro, Toshima-ku, 171-0022 Japan
Abstract : The present study investigated what kind of ideas on caring and music the preschool teachers have when they 
engage in the musical activities.  In the questionnaire, items were prepared to ask (1) the ideas of answers on the role 
and meaning of music, (2) their way of understanding the “expression” and ideal support as a preschool teacher, (3) the 
relation between the musical activities and the creativity, (4) their way of understanding the sound the music, and (5) the 
tools they use when they perform the musical activities. From the results, it became clear that the preschool teachers share 
with each other almost the same ideas on caring while their ideas on music differ according to their experience and musical 
capabilities.  Furthermore, the less skilled teachers failed to make use of various functions in music while they were aware 
of them. Finally, the results of study suggest that the childcare takers should improve their improvisational abilities to play 
the music so that they understand and use the functions of sounds and music, and therefore make the musical activities 
more creatively.
(Reprint request should be sent to Noriko Tasaki)
Key words : preschool teacher, musical expression, creativity, improvisation, the ideas on caring, the ideas of music
